
　

演
習
林
は
主
に
ナ
ラ
類
、
カ
ン
バ
類
、

ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ル
ニ
レ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
な
ど
が
優
占
す
る
ブ
ナ
を
含
ま
な
い

落
葉
広
葉
樹
林
と
、
演
習
林
設
立
時
か

ら
開
始
さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
造
林
地
に

よ
っ
て
覆
わ
れ
、
常
緑
針
葉
樹
が
混
交

し
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
（
写
真
①
）。

年
平
均
気
温
は
5.
8
℃
、
年
降
水
量

8
1
5
mm
で
、
夏
の
最
高
気
温
は
30
℃

を
超
え
、
冬
の
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス

20
℃
を
下
回
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
寒

さ
を
利
用
し
て
自
動
車
（
日
産
自
動
車
・

陸
別
）
や
暖
房
機
の
耐
寒
性
試
験
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
降
雪

は
非
常
に
少
な
い
の
で
、
除
雪
作
業
は

比
較
的
楽
で
す
。
冬
の
青
空
は
印
象
的

で
3
月
の
日
照
時
間
は
2
0
0
時
間
を

超
え
ま
す
。

　

元
々
、
演
習
林
一
帯
は
落
葉
広
葉
樹
に

よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

農
地
・
牧
草
地
に
よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
、

酪
農
地
帯
に
浮
か
ぶ
島
状
の
森
林
地
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。
酪
農
地
帯
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
足
寄
町
の
水
道
水
源
の
水
質
は
北

海
道
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
清
浄
度
を

誇
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
演
習
林
が

水
源
浄
化
の
場
と
し
て
大
き
く
寄
与
し
て

い
ま
す
（
写
真
②
）。
開
拓
前
の
北
海
道

を
覆
っ
て
い
た
、
天
然
の
ブ
ナ
を
欠
く
冷

温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
が
残
っ
て
い
る
貴
重

な
森
林
地
帯
と
し
て
、
環
境
省
の
森
林
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
や
長
期
生
態
系
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
、
観
測
デ
ー

タ
を
W
e
b
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
学
教
育
科
目
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
研

究
入
門
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
、

冬
の
学
校
の
実
施
な
ど
、
農
学
部
以
外
の

学
生
、
全
国
か
ら
の
学
生
の
参
加
拡
大
を

目
指
し
た
、
北
方
サ
イ
ト
の
特
質
を
活
か

し
た
教
育
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
天
然
林
に
豊
富
に
あ
っ
た
ミ

ズ
ナ
ラ
の
大
径
木
は
、
戦
後
の
伐
採
で
現

在
は
ほ
ぼ
枯
渇
状
態
に
あ
り
ま
す
。
天
然

林
か
ら
の
収
奪
的
な
木
材
生
産
か
ら
脱
却

す
る
た
め
に
は
、
広
葉
樹
を
育
成
し
持
続

的
に
生
産
可
能
な
森
林
を
造
り
上
げ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
北
海
道
演
習
林
に
は「
細

胞
式
舌
状
皆
伐
作
業
法
」
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
ミ
ズ
ナ
ラ
造
林
地
が
あ
り
、
多
く
の

見
学
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

2
0
3
ha
の
実
験
区
を
1
5
0
区
画
に
分

割
し
て
、
毎
年
1
区
画
ず
つ
伐
採
し
た
あ

と
に
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ド
ン
グ
リ
を
撒
い
て
、

下
刈
り
や
枝
打
ち
を
行
な
い
、
良
質
な

ナ
ラ
材
を
持
続
的
に
生
産
し
よ
う
と
い
う

実
験
で
す
。
何
よ
り
も
特
徴
的
な
の
は

1
5
0
年
と
い
う
試
験
期
間
で
す
が
、
ナ

ラ
が
大
き
く
育
っ
て
良
質
な
材
を
産
す
る

に
は
、
最
低
で
も
こ
の
程
度
の
時
間
が
必

要
な
の
で
誤
魔
化
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
試
験
は
1
9
7
2
年
に
開
始
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
毎
年
１
区
ず
つ
更
新
し
て
い

く
と
2
1
2
1
年
に
完
了
し
ま
す
。
そ
の

時
に
は
小
さ
な
実
生
が
密
生
し
て
い
る
区

か
ら
、
1
5
0
年
の
大
木
が
林
立
す
る
区

ま
で
連
続
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
1
5
0
年
に
達
し
た
区
か
ら

伐
採
を
行
い
、
そ
の
後
２
巡
目
の
更
新
に

入
り
、
循
環
型
資
源
利
用
の
野
外
試
験
が

続
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。
最
初
に
植
え
ら

れ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
は
も
う
38
年
生
で
す
が
、

順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
（
写
真
③
）。
こ
の

試
験
区
は
広
葉
樹
育
成
と
い
う
林
業
的

目
的
か
ら
作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
単
一

広
葉
樹
種
で
こ
れ
だ
け
林
齢
傾
度
の
あ

る
試
験
林
は
植
物
生
態
学
的
に
も
ユ

ニ
ー
ク
で
、
様
々
な
研
究
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
林
業
に
必
要
な
時
間

を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
の
非
常
に
効

果
的
な
教
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
州
大
学
の
敷
地
の
約
半
分
は
北
海
道
に
あ
る

と
い
う
と
驚
か
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
は
北
海

道
十
勝
の
東
北
部
に
位
置
す
る
「
足
寄
町
」
の
中

央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
足
寄
町
は
町
と
し
て
は

日
本
一
大
き
く
（
1,
4
0
8
㎢
）、
福
岡
市
の
約
4

倍
で
す
。
森
林
率
は
約
85
％
と
高
く
、
阿
寒
国
立

公
園
と
大
雪
山
国
立
公
園
に
隣
接
し
た
豊
か
な
森

林
資
源
と
地
理
的
環
境
を
活
用
し
た
農
林
業
・
畜

産
の
町
で
す
。
北
海
道
演
習
林
の
総
面
積
は

3,
7
1
3
ha
で
、
九
州
大
学
の
総
敷
地
面
積

（
7,
5
6
4
ha
）
の
ほ
ぼ
半
分
で
す
。
戦
前
に
九
州

大
学
が
所
有
し
て
い
た
樺
太
、
北
朝
鮮
と
い
っ
た

寒
冷
地
演
習
林
の
代
替
地
と
し
て
1
9
4
9
年

（
昭
和
24
年
）
2
月
、
陸
軍
省
軍
馬
補
充
部
用
地
の

一
部
を
大
蔵
省
よ
り
所
管
替
え
を
受
け
て
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
九
州
大
学
に
お
け
る
北
方
の

森
林
・
林
業
に
関
す
る
教
育
研
究
の
た
め
の
施
設

と
し
て
活
発
に
教
育
・
研
究
活
動
が
行
わ
れ
、
近

年
は
そ
の
成
果
が
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
北
海
道
演
習
林
に
は
、
長
期
滞
在
用
の

宿
泊
施
設
も
完
備
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
利

用
で
き
ま
す
。
研
究
・
教
育
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に

是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ashoro

九州大学農学部附属演習林  北海道演習林

② 演習林の水源

① 春のナラ林

③ 36年目の細胞式試験区における実習 九
州
大
学
は

北
海
道
に
あ
る
？

1
5
0
年
の
実
験

九州大学が開拓した北の森の研究拠点
息の長い教育・研究活動が高める評価

九州大学農学部附属演習林  北海道演習林
北
海
道
演
習
林
の
環
境
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北斜面上部

斜面下部

南斜面上部

日当たり良い

日当たり悪い

乾燥

湿潤

適潤、中栄養土
イタヤ‐シナノキ林
高い多様性

湿潤、富栄養土
ハルニレ－ヤチダモ林
低い多様性

乾燥、貧栄養土
ミズナラ林
低い多様性

北斜面上部

斜面下部

南斜面上部

日当たり良い

日当たり悪い

乾燥

湿潤

適潤、中栄養土
イタヤ‐シナノキ林
高い多様性

湿潤、富栄養土
ハルニレ－ヤチダモ林
低い多様性

乾燥、貧栄養土
ミズナラ林
低い多様性

図① 斜面による環境の違いと多様性の関係

北海道演習林には

ヒグマやエゾシカ、

キタキツネ、エゾ

タヌキ、エゾリス、

クマゲラ、オオタカ、オオワシ、

ヤマセミなど様々な生き物がいます。北

海道演習林は全域が鳥獣保護区に指定されていま

すが、近年エゾシカによる農業被害が増大し、林

内でもカラマツ造林地や広葉樹林で食害が激しく

なってきたため、足寄町と地元猟友会の協力を得

てエゾシカ駆除を行っています。自動撮影カメラ

による調査やライトセンサス調査、演習林内に入

るハンターにGPSを携帯してもらい、ハンター

の移動経路と捕獲場所を自動記録するなどして定

量的な駆除データを取得しています。このような

定量的なデータは演習林ならではのものであり、

今後のシカ対策をたてるうえで非常に重要である

と、関係者から注目されています。

　

北
海
道
、
特
に
十
勝
の
気
候
や
風
土

は
、
本
州
や
九
州
と
は
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
高
い
緯
度
の
た
め
に

太
陽
の
高
さ
が
低
く
な
る
の
で
、
斜
面

の
向
き
に
よ
る
日
当
た
り
の
違
い
の
影

響
は
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
北
海

道
演
習
林
の
南
北
の
斜
面
方
位
の
違
い

に
よ
っ
て
、
ほ
ん
の
数
百
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
だ
け
で
、
天
然
林
の
種
多
様
性
や

そ
こ
に
住
む
生
物
相
、
炭
素
循
環
や
土

壌
の
性
質
、
人
工
林
の
幹
成
長
量
な
ど
、

生
態
系
の
様
々
な
側
面
に
大
き
な
違
い

が
生
じ
ま
す
（
図
①
）。
南
側
の
斜
面
の

方
が
樹
木
に
は
暖
か
く
て
住
み
や
す
い
と

考
え
が
ち
で
す
が
、
冬
季
に
マ
イ
ナ
ス

30
℃
に
も
達
す
る
寒
冷
環
境
で
は
、
融
解

凍
結
ス
ト
レ
ス
や
乾
燥
ス
ト
レ
ス
の
た

め
、
樹
木
の
冬
越
し
に
は
大
変
厳
し
い

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
北

方
林
独
特
の
小
地
形
の
影
響
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
様
々
な
観
測
調
査
区

や
植
栽
実
験
区
を
設
置
し
、
地
形
特
性

に
合
っ
た
森
林
の
維
持
管
理
や
造
成
方

法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
で
人
工
林
と
い
え
ば
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
常
緑
針
葉
樹
林
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

が
、
北
海
道
演
習
林
で
は
ど
ち
ら
の
樹
種

も
育
た
な
い
た
め
、
寒
冷
地
に
適
し
た
落

葉
針
葉
樹
の
カ
ラ
マ
ツ
が
広
く
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
（
写
真
④
）。
カ
ラ
マ
ツ
は
明

治
以
降
に
信
州
地
方
か
ら
北
海
道
に
導

入
さ
れ
た
樹
種
で
、
と
り
わ
け
足
寄
町

は“

カ
ラ
マ
ツ
王
国”

と
異
名
を
取
る
ほ
ど

道
内
有
数
の
カ
ラ
マ
ツ
林
業
地
で
す
。
北

海
道
演
習
林
で
は
、
設
置
当
初
か
ら
カ
ラ

マ
ツ
資
源
の
育
成
や
利
用
に
関
す
る
研
究

を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
地
域
へ
還
元
し

て
い
ま
す
。
カ
ラ
マ
ツ
は
成
長
が
速
く
、

材
も
硬
く
て
強
い
な
ど
、
木
材
と
し
て
優

れ
た
点
も
多
い
の
で
す
が
、
乾
燥
に
よ
る

材
の
変
形
が
著
し
く
、
割
れ
や
す
い
、
ヤ

ニ
が
多
い
な
ど
、
欠
点
も
多
い
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
北
海
道
演
習
林
で

は
九
州
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
育
成
方
法

を
基
礎
に
、
無
節
材
を
得
る
た
め
の
枝
打

ち
（
写
真
⑤
）
や
複
数
回
の
間
伐
を
実
施

す
る
な
ど
集
約
的
育
成
技
術
を
カ
ラ
マ
ツ

に
適
用
し
、
多
く
の
基
礎
的
・
実
証
的
研

究
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
カ
ラ

マ
ツ
の
材
質
研
究
や
乾
燥
・
加
工
技
術
の

研
究
の
進
展
に
よ
り
、
高
品
質
材
生
産
を

行
っ
て
い
る
北
海
道
演
習
林
の
カ
ラ
マ

ツ
林
を
見
学
に
訪
れ
る
林
業
家
・
専
門

家
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
足
寄
町

関
係
者
と
協
力
し
て
、
カ
ラ
マ
ツ
資
源

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
幅
広
く
研
究
・

実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

足
寄
町
は
豊
富
な
自
然
資
源
を
活
か

す
た
め
に
様
々
な
施
策
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
九
州
大
学
演
習
林
も
そ
れ
ら
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
14

年
に
は
当
時
の
演
習
林
長
が
中
心
と

な
っ
て
、
町
・
民
間
事
業
者
・
足
寄
町

森
林
組
合
に
よ
る
「
足
寄
町
木
質
ペ
レ
ッ

ト
研
究
会
」
が
発
足
し
、
そ
れ
を
母
体

と
し
て
、
平
成
17
年
に
造
林
、
設
備
、

建
設
、
燃
料
事
業
者
な
ど
が
参
画
し
た

「
と
か
ち
ペ
レ
ッ
ト
協
同
組
合
」
が
誕
生

し
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
カ
ラ
マ
ツ
の

林
地
残
材
を
原
料
と
し
た
ペ
レ
ッ
ト

燃
料
「
エ
コ
ッ
ト
」（
写
真
⑥
）
が
年
間

7
0
0
ト
ン
生
産
さ
れ
、
フ
ル
操
業
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
エ
コ
ッ
ト
」
は
、

足
寄
町
役
場
庁
舎
や
子
供
セ
ン
タ
ー
の

集
中
暖
房
装
置
、
各
家
庭
の
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
店
舗

等
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太

陽
熱
に
よ
る
木
材
乾
燥
装
置
の
開
発
、

足
寄
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
策

定
協
力
、
足
寄
町
の
カ
ラ
マ
ツ
資
源
量

推
定
及
び
利
用
計
画
の
策
定
委
託
な
ど
、

様
々
な
連
携
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
は
足
寄
町
と
農
学
研
究

院
と
の
間
で
協
力
協
定
が
締
結
さ
れ
、

足
寄
町
職
員
の
九
州
大
学
で
の
研
修
、

ま
た
農
学
研
究
院
の
教
員
に
よ
る
公
開

講
演
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
交
流
の

実
質
化
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。       

　

北
海
道
の
天
然
林
に
豊
富
に
あ
っ
た
ミ
ズ

ナ
ラ
の
大
径
木
は
、
戦
後
の
伐
採
で
現
在
は

ほ
ぼ
枯
渇
状
態
に
あ
り
ま
す
。
天
然
林
か
ら

の
収
奪
的
な
木
材
生
産
か
ら
脱
却
す
る
た
め

に
は
、
広
葉
樹
を
育
成
し
持
続
的
生
産
可
能

な
森
林
を
造
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

北
海
道
演
習
林
に
は
「
細
胞
式
舌
状
皆
伐
作

業
法
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ミ
ズ
ナ
ラ
造
林

地
が
あ
り
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
2
0
3
ha
の
実
験
区
を
1
5
0

区
画
に
分
割
し
て
、
毎
年
1
区
画
ず
つ
伐
採

し
た
あ
と
に
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ド
ン
グ
リ
を
撒
い

て
、
下
刈
り
や
枝
打
ち
を
行
な
い
、
良
質
な

ナ
ラ
材
を
持
続
的
に
生
産
し
よ
う
と
い
う

実
験
で
す
。
何
よ
り
も
特
徴
的
な
の
は

1
5
0
年
と
い
う
試
験
期
間
で
す
が
、
ナ
ラ

が
大
き
く
育
っ
て
良
質
な
材
を
産
す
る
に

は
、
最
低
で
も
こ
の
程
度
の
時
間
が
必
要

な
の
で
誤
魔
化
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
北

海
道
演
習
林
で
は
1
9
7
2
年
に
開
始
し
ま

し
た
の
で
、
毎
年
１
区
ず
つ
更
新
し
て
い
く

と
2
1
2
1
年
に
完
了
し
ま
す
。
そ
の
時
に

は
小
さ
な
実
生
が
密
生
し
て
い
る
区
か
ら
、

1
5
0
年
の
大
木
が
林
立
す
る
区
ま
で
連
続

し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

1
5
0
年
に
達
し
た
区
か
ら
伐
採
を
行
い
、

そ
の
後
２
巡
目
の
更
新
に
入
り
、
循
環
型
資

源
利
用
の
野
外
試
験
が
続
け
ら
れ
る
予
定

で
す
。
最
初
に
植
え
ら
れ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
は
も

う
38
年
生
で
す
が
、
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す

（
写
真
③
）。
こ
の
試
験
区
は
広
葉
樹
育
成
と

い
う
林
業
的
目
的
か
ら
作
ら
れ
た
の
で
す

が
、
単
一
広
葉
樹
種
で
こ
れ
だ
け
林
齢
傾

度
の
あ
る
試
験
林
は
植
物
生
態
学
的
に
も

ユ
ニ
ー
ク
で
、
様
々
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
林
業
に
必
要
な
時
間
を
体
感

し
て
も
ら
う
た
め
の
非
常
に
効
果
的
な
教
材

と
な
っ
て
い
ま
す
。

九州大学農学部附属演習林  北海道演習林

　精神科医・森山成　さんは、九州大学医学部のご

出身です。現在は、中間市でメンタルクリニックを

開業されています。一方で、九州大学在学中から、帚

木蓬生のペンネームで小説を執筆。30年以上に渡

って話題作を発表し続けていらっしゃいます。今回

は、九州大学へ入学された経緯から、作家としての

歩み、医師としてのお仕事のことまで、人文科学府

修士課程の村山実和子さんがお話を伺いました。

　精神科医・森山成彬さんは、九州大学医学部のご

出身です。現在は、中間市でメンタルクリニックを

開業されています。一方で、九州大学在学中から、帚

木蓬生のペンネームで小説を執筆。30年以上に渡

って話題作を発表し続けていらっしゃいます。今回

は、九州大学へ入学された経緯から、作家としての

歩み、医師としてのお仕事のことまで、人文科学府

修士課程の村山実和子さんがお話を伺いました。

このインタビューは平成23年11月9日
通谷メンタルクリニックにて行いました。

聞き手

むらやま　みわこ

九州大学  大学院

人文科学府専攻 修士2年

村山 実和子

総長インタビュー
President interview of Kyushu University

   Setsuo Arikawa

冬の自然林

⑤ 冬の８ｍ枝打ち作業

④ カラマツ林での実習

図① 斜面による環境の違いと多様性の関係

⑥ カラマツの林地残材を原料としたペレット燃料「エコット」

北
方
林
の
秘
密
を
探
る
研
究

③36年目の細胞式試験区における実習

1
5
0
年
の
実
験
北
海
道
演
習
林
の

生
き
物
た
ち

カ
ラ
マ
ツ
資
源
の
育
成
と

利
用
法
の
開
発

エゾシカ ヒグマキタキツネ エゾリス

足
寄
町
の
バ
イ
オ
マ
ス
活
用

と
九
州
大
学

北海道演習林の活動については、Webサイトでも紹介しています。

http: / /www.forest .kyushu-u.ac. jp/hokkaido/ index.php
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